
川村義肢の概要
̶　まずは、会社の概要からお伺い

します。

大東市で義肢や装具を作ってお
ります。戦後すぐに私の祖父、川
村一人が創業しました。祖父は義
肢装具の会社に勤めていましたが、
頑張っても報われず、幸せを提供
する仕事なのに、働いている我々
が幸せにならないのでは、という
ことで独立したのが始まりです。創
業時は、戦後すぐとはいえ義足よ
り装具が主体でした。今は再生医
療が進んでいますから手足を切断

される方も減ってきており、売上
の大体 8 %が義肢、義足、義手で
す。高機能化が進んで 1個当たり
の単価が高くなっていますが、件
数としては減っていますね。
̶　一時南森町に会社があったと

伺いました。

祖父が亡くなり、祖母が、この仕
事をやるのなら、病院が多い大阪
市内に移ったほうがいいと言って、
南森町に移りました。当時は、近く
に大阪大学医学部附属病院があっ
たり、厚生年金病院、住友病院、関
電病院などがありました。父は、そ
れまで大阪府中央児童相談所でカ

ウンセリングの仕事をやっていまし
たが、帰ってきて跡を継ぐと、高度
成長の波に乗って大きくなりました。
̶　その後1999年に大東市に移

られたということですね。

この頃、僕はドイツにいましたが、
母が遊びに来て、働いていた義肢
装具の工場を案内したところ、こん
なすごい会社を見たのに、どうして
うちもこうしようと思わないのかと
言われました。会社は高度成長の
波に乗ったはいいが、建物もばらば
らに乱立していましたので、1カ所
にまとめようということで、移転先
を探した時、父から大東市はどうか
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と言われました。なぜかと聞くと、
大東市は、地域でリハビリテーショ
ンをやるということを国内で最初に
実現した市なんです。以前から、障
がいのあるお子さんを特別支援学
校に入れずに、なるべく普通学校
に通わせる。障がいのある同級生と
一緒になることによって、同級生も
先生もPTAの人も勉強になる。お
金がないから工夫した結果ですが、
それがよかった。障がいのある方の
同級生たちが大人になって、僕ら
の仕事をすごく愛してくれ、川村義
肢が大東に来てくれたといってすご
く喜んでいただいて今があります。
今は、川村義肢とパシフィックサプ
ライという2つの会社で大体700人
ぐらいの規模になりました。

技術の進歩と 
義肢・装具
̶　義肢についての技術の進歩で

すが、例えばどういうものがあり

ますか。

例えば義肢もAIで自動制御する
ものがあります。人によって歩き
方は違うので、そういう微妙な点
はこれまで調整が難しかったので
すが、ずっと使うことにより、AI
が学習してどんどん体になじんで
くる物を作れるようになりました。
̶　動きに関してはAIによる進歩

が実現されたということですが、

外見や感触が皮膚に近いものを

作れるようになったともお聞き

しています。

はい。私どもでは人工ボディーと
いうものを作っています。これは全
身いろんな部位をつくることができ
ます。目、鼻、耳、手、肩、男性
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の性器もつくれます。この男性性器
というのは、LGBTの方や性同一性
障がいの方で、女性として生まれ
ても男性として男性の名前で会社
に入って、でもカミングアウトして
いない方がおられる。そんな方が、
例えば集合研修などで一緒にお風
呂に入りますとなった時に困るので
すが、そういうことから必要とされ
る方もいて、これは東京の方で結
構需要があります。
̶　指が欠損した方のための指も

作られているんですか。

大阪府警に離脱者支援の部署が
あって、大阪府警さんからの紹介
が入ったら非常に安価に作るとい
うプログラムがあります。指がな
いので組を抜け堅気になろうとし
ても再就職できない方の社会復帰
のために指を作らせていただくこ
とをやっています。就職できなか
ったらまたそっちに戻っちゃうと
いうことは防がなければいけませ
んからね。

̶　他に新しい技術を応用したも

のはございますか。

「ゲイトソリューション」という
装具があります。これは義肢では
なく、脳卒中などの後遺症で足が
麻痺している方のための装具です。
義足にはいろいろなメカを入れる
スペースがあるので、外国でも作
れますが、装具の場合、小さなス
ペースで高機能なものを作り出さ
なきゃいけない。特に今、力をい
れている装具（上写真参照）は油
圧ダンパーが入って、かなりの精
度で調整ができるんです。日本の
中小企業さんで作っているところ
があって、基本オールジャパンで
作っています。射出成形の仕方、
プラスチックを流し込むやり方も、
日本のここでしかできないという
技術を使っていますので、この装
具をリリースしてもう20何年にな
りますが、どこもまねできないん
です。

パラリンピックとの関連
̶　今年は冬のパラリンピックが

ありましたが、パラリンピックで

活躍されている選手で、川村義

肢さんの製品を使われている方

がいらっしゃると聞いています。

そうですね。一番最初はチェア
スキーという、座位で滑走するスキ
ーの競技に関係するものを作りまし
た。僕らは目立ちにくい、マシンと
選手の間のところを作っているわけ
です。体に接するところをちゃんと
やらないとパフォーマンスを発揮で
きません。車椅子に乗ってもぶかぶ
かでは体に力が入らず、うまいこと
いきません。それをぴしっと合わせ
るようなものを今つくっています。
普通のS・M・Lサイズではどうし
てもだめで、1ミリ単位で調整して
ほしいという人がいますので、そう
いう方はオーダーメードで、シート
だけで40万、50万するようなものを
つくりに全国から来られています。

【日本ラグビーフットボール協会提供】
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さきほど言ったチェアスキーの製作
で学んだノウハウを使って、今は、
ウィルチェアーラグビーであるとか
車椅子テニス、そういった選手のシ
ートも作らせていただいています。

「諦めなくてもいい」
ということ
̶　最初に人を幸せにしたいとい

うお話がありましたが、障がいの

ある方や体の動きが不自由な

方々に対してのメッセージはあ

りますか。

我々の経営理念は、「一人でやれ
ることを諦めなくてもいい」とい
うことで、そのための器具を作っ
ています。支援機器を体や生活や
人生に合わせる技術はかなり進歩
しています。我々が買っていただ
いているのはそこなんですね。だ
から、諦めてほしくないんです。ま
ずは我が社に来ていただいて、見
ていただき、諦めなくてよかった
んだと思ってほしい。年間大体
3,000人ぐらい見学者が来ています
ので、この会社に来ていただくの
が一番分かりやすいと思います。
また、スポーツをやっている人で、
道具を使えば夢のように強くなる、
うまくなると思い込んでいる人がい
ますが、道具を使いこなすには自分
の体を鍛えなきゃいけません。これ
はアスリートに限りませんが、道具
があれば何でもオーケーというので
はありません。我が社のマークは、
川村のKですが、上に丸がついて
います。これは人の頭で、それを
斜めに支えている形になります。だ
から、サービスが悪いと言われるか
もしれませんが、自分でやれるとこ

ろはやってください。我々はユーザ
ーがご自身で垂直に立てるようにお
支えしますということです。
̶　諦めなくてよかったというの

は弁護士にも言えますね。体の

ことは川村義肢で、弁護士は権

利関係で助力することができれ

ばと思います。

弁護士・弁護士会
へのメッセージ
̶　川村さんから、弁護士・弁護士

会に期待するところは何でしょ

うか。

「働き方改革」といいますが、今
後はいろいろな働き方を創出して
いく必要があると思います。例え
ば弁護士さんの視点でこういう働
き方もありますよとか、こういう
ふうに働いている方もおられます
よ、といったことをアドバイスし
ていただけると僕らは非常にあり
がたいし、そういうアドバイスを

待っている中小企業の社長さんは
一杯いると思います。
少子高齢化で、高齢者を支える

働き手の負担が非常に多くなって
くるといいますけれども、その分、
何らかの理由で働くことが嫌な人、
ニートの方とか引きこもりの方に
何とか働いてもらうようにしたい。
ばりばりの熟練工でなければでき
ない仕事、パートさんができる仕
事、あるいは知的障がいとか発達
障がい、自閉症の方、そういう方
でなきゃできない仕事もあります。
だから、そういうものを仕分けし
てマッチングしていくということ
をやらなきゃいけないと思います。
あと、障がい者雇用ですが、2 %

をクリアしていないところは行政
処分にしたほうがいいと思うんで
すよ。それを変な罰金でごまかし
ているので、一向に進まないんだ
と思います。厳罰化するのがいい
とは思いませんが、障がい者はよ
く働くし、やめないので、そうい
うすばらしい人材を適材適所で採
用してほしいと思います。
また、子どもを産んで育児休暇

が終わってまた働く女性を増やす。
そのためには男性の働き方も変え
ないといけない。奥さんが働ける
ようにするには男性もやれること
はやりましょうということです。そ
ういうケースの相談にも乗ってい
ただけると非常にありがたいと思
います。
̶　どうもありがとうございました。

（ ）インタビュアー：大久保康弘
写真撮影：高 広 信 之
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